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第 11 回倶知安町総合計画審議会 顛末

日時：令和元年 10 月 31 日（木）16 時 00 分～

場所：保健福祉会館 会議室

事務局

会長

事務局

１ 開会

皆様、お疲れ様です。ただ今から第 11 回倶知安町総合計画審議会

を開催いたします。それでは、倶知安町総合計画審議会条例により、

議事進行については会長が行うこととされていますので、会長よろ

しくお願いいたします。

２ 第６次倶知安町総合計画素案についての審議

皆様お疲れ様です。前回の審議会では、基本目標１、個別目標３と

４の途中、62 ページまで、皆さんに審議いただきました。今回は、

前回に続き、個別目標の審議となります。個別目標ごとに説明、質

疑を行いますので、忌憚のないご意見、ご質問をいただきたいと考

えていますので、よろしくお願いします。

それでは、基本目標１の個別目標４、64 ページの定住対策から、事

務局より説明します。

定住対策です。人口減少、少子高齢社会を迎えるなか、倶知安町人

口ビジョンで掲げた目標人口を達成させるため、平成 28 年２月に

策定した「倶知安町まち・ひと・しごと創生総合戦略」では、本町

が活力ある町であり続けるため、町民が将来にわたって安全・安心

で暮らしやすい町を実現するために二つの方向性を定めています。

一つは、多くの観光客が訪れる国内有数の山岳リゾート地として交

流人口を増加させ、「この町に住んでみたい」と思う人を増やすこ

とで定住化を促進し、人口減少の緩和を図ること、もう一つは、本

町の豊かで恵まれた自然環境や自然景観を守り、保全することによ

って、本町で結婚し、妊娠、出産、子育てができる社会環境を実現

し、「この町に住み続けたい」と思われるまちづくりを進める、と

いうものです。

本町では、従来から移住促進施策、特に本町に移住を希望する人へ

の助成制度などは設けていなかったため、定住化を促進する、ある

いは、定住の受け皿となる住宅施策として、くっちゃん型住宅の建

設費助成制度の中に転入加算枠を追加したほか、「しりべし空き家

BANK」を活用した空き家の利活用、高齢者住み替え制度を実施して

きました。
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今後は、町有遊休地の利活用などの住宅施策の充実を図り、移住者

のみならず、若い世代、子育て世代、高齢者世代の誰もが安心して、

大好きな倶知安町にずっと住み続けられるような定住対策に努め

ます。

関連計画・施策は、倶知安町まち・ひと・しごと創生総合戦略、倶

知安町人口ビジョン、倶知安町空家等対策計画、倶知安町住生活基

本計画、倶知安町公営住宅等町寿命化計画です。

重点施策は、倶知安らしい魅力を備えた住生活です。

評価指数は、町民の住みやすさ満足度の維持では、70％（平成 30

年度）を令和 12 年度も維持するとしています。くっちゃん型住宅

建設費助成制度の転入加算枠の利用者数（累計）の増加では、２件

（平成 30 年度）を 20 件（令和 12 年度）へ。

人権です。すべての人は生まれながらにして等しく生きる権利を持

っています。しかし、現実には、年齢、性別、障がい、病気、職業、

国籍などによる差別があります。

そのため、一人ひとりが平等な立場のもとに地域社会で暮らし、社

会活動が営めるように、一層の人権啓発やノーマライゼーション、

共生社会の考え方の定着化など、人権意識を育む取り組みが今後も

必要となり、倶知安町の多様性への対応、多文化共生を実現するた

めにも大変重要なことになります。

まちづくりです。リゾート地である倶知安町は、他にはない恵まれ

た交流人口の多さがあります。外国人を含め多様な人々と住民が倶

知安町に愛着を持ち、率先してまちづくりに参加し、一部のまちの

機能を担ってこそ、倶知安らしさがあふれる素晴らしいまちとなり

ます。

もともと転勤族が多く住む本町にあって、令和 12 年度末の北海道

新幹線・倶知安駅の開業、高速道路の開通によって、ヒト・モノの

流れが大きく変わり、交流人口がさらに増加し、様々な文化や価値

観をもった人々との交流が生まれ、住民の生活は今まで以上に多様

性を持つことになり、外国籍住民を含めた多様な人々への対応、多

様な人々との協働によるまちづくりが必要になります。

平成 28 年から参政権が 18 歳に引き下げられ、令和４年からは成

人年齢も 18 歳に引き下げられるなど、少子高齢化に起因する社会

制度の変化によって、第６ 次総合計画期間には、高校生がまちづ

くりの一翼を担うことが期待されています。そのため、本町の高校

生が若い発想力と行動力で様々な場面で活躍できる機会をつくる

必要があります。

また、平成 30 年 12 月に倶知安町町内会等への加入及び参加を促

進する条例が制定されました。地域コミュニティの希薄化が危惧さ
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れるなか、改めて人と人とのつながりや助け合いの大切さ、重要性

を認識して、公共的な役割を担う町内会などと行政が協働すること

により、一層豊かな地域コミュニティの構築を進め、まちづくりを

住民全員で行っていきます。

このように、年齢や国籍に関わらず、まちづくりへの積極的な参加

機会を創出し、住民のアイディアを募るとともに、民間活力を導入

して、新しい時代のマネジメントを目指していきます。そのために

も、行政と住民がまちづくりについての様々な情報を共有するた

め、様々なツールを活用して情報公開や行政の見える化に取り組ん

でいきます。

財政運営です。本町では、新幹線開業に向けたまちづくりと増加す

る観光客の受入体制整備など、今後のまちづくりの財源について、

「新しい財源確保に係る検討ワーキンググループ」を立ち上げて、

多角的に新財源確保の検討を続けてきました。

その結果、観光振興を目的とした法定外目的税である宿泊税を令和

元年 11 月から導入しました。

本町の自主財源である町税は、平成 20 年度から平成 30 年度の 10

年間で、約５億３千万円増加していますが、その一方、国からの地

方交付税は、同 10 年間で４億９千万円減額しています。

一般的に、町税が増加すると地方交付税が減少しますが、法定外税

による増収は地方交付税額に影響を与えないため、引き続き新しい

財源確保について検討をしていきます。

また、老朽化する公共施設については、倶知安町公共施設等総合管

理計画に基づいて、適正に維持、管理、修復を実施して長寿命化を

図るとともに、町有財産の適正な管理に努めていきます。

関連計画・施策は、男女が平等に参画する倶知安のまちをつくる推

進プラン、倶知安町における女性職員の活躍の推進に関する特定事

業主行動計画、倶知安町まち・ひと・しごと創生総合戦略、倶知安

町人口ビジョン、施策（事業）の進め方と情報共有・住民参加のル

ール、倶知安町定員適正化計画、倶知安町公共施設等総合管理計画

です。

重点施策は、一人ひとりの人権を尊重する取り組みの充実、多様な

人々の交流と協働によるまちづくりの推進、高校生が活躍するまち

づくりの推進です。

評価指数は、男女平等参画講演会参加人数では、46 人（平成 30 年

度）を 70 人（令和 12 年度）へ。町附属機関での女性委員の登用率

では、22.7％（平成 30 年度）を 40.0％（令和 12 年度）へ。高校生

のまちづくり参加機会（年間）の増加では、４件（平成 30 年度）

を７件（令和 12 年度）へ。まちトークの参加者数（年間）の増加

では、118 人（平成 30 年度）を 130 人（令和 12 年度）とするとし
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会長

会長

事務局

会長

事務局

委員

事務局

委員

事務局

ています。

個別目標４については以上でございます。

事務局から説明がありましたが、皆様からのご発言をお願いいたし

ます。

人権の文章は、何をしたいのかがよくわからないというのが正直な

ところです。

まちづくりは、個別目標５の前文のようなものになると思います。

定住対策よりも、協働でまちづくりをしていくという観点からする

と、個別目標５の一番初めにくる、取り組みの基本の運営の仕方に

ついての文章にあたると思うのですが、どうでしょうか。

個別目標４は「かえってきたくなるまちにする」ということで、ソ

フト的な要素で構成されています。個別目標５は「住みたくなる都

市にする」ということで、建設都市計画や防災等の都市機能として、

ハード的な要素で構成されています。

では、まちづくりというタイトルではなく、協働によるまちづくり

にした方が分かりやすいかと思います。まちづくりはすごく広い意

味となりますが、住民みんなでつくっていくという仕組みの話だと

思うので、ネーミングを変えた方がいいと思います。

わかりました。

人権については再考します。

人権についてですが、「そのため･･･」以下の文章が練られていない

ような感じがします。文章のつながりとして、不自然だと思います。

再考します。

「高校生のまちづくりの参加機会」とありますが、平成 30 年度の

４件について、具体的な内容を教えていただきたいです。

まず、農業高校のじゃが祭り・雪トピアへの取り組み、また、第６

次総合計画を策定するにあたり、高校生による倶知安町の将来像を

検討するというものを開催しました。こちらは広報でも特集を組ま

せていただき、高校生の考えたものを町長に提言するという機会が

ありました。そういった機会を来年度以降はもっと増やしていきた

いと考えています。G20 でいうと、農業高校も倶知安高校も大変関
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会長

事務局

わっていただきました。G20 に関わらず、今後は高校生に色々と参

加していただきたいと考えています。

他にご意見ないでしょうか。

続きまして個別目標５、住みたくなる都市にする、について事務局

から説明をお願いします。

それでは個別目標５、住みたくなる都市（まち）にするについてご

説明します。こちらは建設・都市計画・公共交通・防災・防犯分野

です。

では初めに、建設です。道路や橋梁は、倶知安町における住民生活、

経済活動に欠かせないものです。町内の道路ネットワークについて

は、効率性、安全性、快適性を備えた道路交通網が確保されるよう、

国道、道道、町道のそれぞれが担う機能と役割を考慮し、調整を図

りながら整備を進めます。また、市街地内で円滑な交通を確保する

ためにも、引き続き道路・橋梁の整備や維持補修を計画的に進めて

いく必要があります。

多様化する住宅需要への対応については、民間事業者との連携のも

と、高齢者向け住宅、若い世帯向け住宅、移住世帯の受け皿となる

住宅など、多様な住宅・住宅地の供給を目指して、民間賃貸住宅の

供給の促進、「しりべし空き家 BANK」を活用した空き家の利活用、

住み替え支援の充実、市街地内の未利用地を活用した住宅地の整備

など、様々な関係団体と連携した取り組みに努めます。また、町営

住宅においては、「倶知安町公営住宅等長寿命化計画」に基づき適

切に維持管理を行い、長期的展望による効率的な改修や建替えを進

めていきます。

また、快適な都市環境の形成における、子どもの健全な育成及び憩

いの場の提供として、広く住民に親しまれる公園づくりを目指し、

施設の整備、日常の維持管理に努めます。

旭ケ丘公園は、優れた自然環境と運動施設を有し、色々なイベント

や日常の安らぎの場として、町内外から多くの人が訪れるスポー

ツ・レクリエーション拠点であり、その整備や維持管理に今後も努

めていきます。豪雪地帯である本町では、克雪・利雪・親雪を総合

的に推進して、雪に強い快適な生活環境づくりを進める必要があり

ます。国や北海道との連携を図りつつ、効率的かつ迅速な車道及び

歩道の除排雪に努めます。また、除雪負担を軽減する克雪住宅建設

や高齢者・障がい者への除雪支援などの生活環境の改善に資する施

策の実施に努めます。

都市計画です。倶知安町では、用途地域内の市街地に住民の多くが

居住し、倶知安駅や役場周辺に多くの事業所、医療福祉施設、官公
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署などが集積するなど、道内では比較的コンパクトな市街地が形成

されてきました。

今後においても、本町の市街地の土地利用は、引き続きコンパクト

な市街地形成を推進することとし、都市機能の集積と良好な居住環

境の保全・向上などの観点により、用途地域の見直しや新たな地

域・地区などについて検討していきます。

都市計画道路は、長期未着手の路線における土地利用の動向や都市

交通ネットワーク形成の観点から必要に応じて見直しを検討しま

す。また、都市計画公園においては、緑の基本計画と整合を図りな

がら適宜見直しを検討します。

特に、倶知安駅周辺においては、北海道新幹線・倶知安駅開業に合

わせた駅前広場やアクセス道路などの整備計画を踏まえ、適宜都市

計画を見直し、目指すべき世界有数の山岳リゾート地にふさわしい

機能、空間、魅力、風格を備えた町への成長を図ります。

上水道・下水道です。上水道事業は、地方公営企業であるため、経

営状況を的確に把握し、効率化などによる安定した経営が求められ

ます。安全で良質な水道水を供給するため、水質検査などを通じて

安全を確保します。また、既存施設の更新や開発が進められている

ニセコひらふ地区の水需要の増加に対応しつつ、「水道事業ビジョ

ン」や「経営戦略」を策定し、計画的かつ効率的な経営を目指しま

す。

下水道事業は、生活環境の改善や水質保全に資することを目的に公

共下水道区域の整備に着手しており、平成元年度に下水終末処理場

の供用が開始されています。平成４年度には山田地区を対象に、自

然環境保護の観点から特定環境保全公共下水道事業に着手し、当該

地区の汚水を公共下水道区域の終末処理場に流入させ、合併処理を

行っています。

また、ストックマネジメント計画に基づき、終末処理場や下水道管

などの老朽化対策や安全性確保に努めていきます。さらに、雨水処

理は市街地内の排水処理機能の向上に大きな役割を担うため、公共

下水道事業計画に基づき、道路改良工事に合わせて雨水管渠を布設

するなど、効率的・効果的な整備に努めます。

また、上水道と下水道の供給処理施設は、本町の住民が快適で衛生

的な生活を営む上で重要な都市施設であり、市街地の形成やリゾー

トエリアの需要動向を踏まえ、給水区域、処理区域内において計画

的な整備を図っていきます。

公共交通です。市街地内の駅や病院、スーパーなどの目的施設と住

宅地を循環するまちなか循環バス「じゃがりん号」は、コンパクト

な市街地形成に重要な役割を果たす公共交通であることから、より

多くの住民に利用してもらえるよう、運行ルートや運行本数の見直
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会長

しを継続的に行っていきます。

郊外地区においては、路線バスの本数が少なく、利便性も悪いこと

から、特に高齢者の「生活の足」確保に向けて、第５次総合計画期

間中はスクールバス混乗の実施により対応してきましたが、学校の

夏休みや冬休みの長期休暇にはスクールバスの運行がないため、よ

り効率的な生活交通施策が求められています。

周辺市町村を連絡する広域バス路線は、住民はもとより周辺市町村

からの通勤、通学、通院、買い物などに必要な移動手段であること

から、関係自治体やバス事業者と連携を図りつつ、路線の維持、利

便性向上を図ります。そのためにも、深刻になりつつあるバス運転

手不足への対応は、広域的な町村連携のもと早期に着手しなければ

ならない喫緊の課題です。

また、多くの観光客が訪れているニセコひらふ地区では、第５次総

合計画期間の後期から交通混雑などの交通状況の悪化が新しい課

題となっています。レンタカーを利用する外国人観光客の増加やニ

セコひらふ地区で働く従業員の多くが、住み込み型から市街地から

の通勤型へライフスタイルが変化したことにより、ニセコひらふ地

区へ進入する自動車台数が大幅に増加しました。今後は、高速道路

開通によって、さらに自動車台数が増加することが予測されるた

め、北海道新幹線・倶知安駅を拠点としたパーク＆ライドや市街地

とニセコひらふ地区を結ぶ公共交通の強化、送迎バスの運行ルール

の検討などによって、ニセコひらふ地区の交通混雑の緩和を官民連

携して取り組みます。

関連計画・施策は、倶知安町橋梁長寿命化修繕計画、倶知安町公園

施設長寿命化計画、倶知安町流雪溝基本計画、倶知安町第２次雪対

策基本計画、倶知安町都市計画マスタープラン、倶知安町緑の基本

計画、倶知安町公共下水道事業計画、倶知安町下水道ストックマネ

ジメント計画です。

重点施策は、誰もが生活しやすい都市環境の整備、豪雪の町でも暮

らしやすい克雪の取り組みの充実、未来につなげるまちづくりの推

進、公共交通ネットワークの充実です。

評価指数は、町道の除雪出動基準の維持では、降雪 10cm（平成 30

年度）を令和 12 年度も維持します。住み替え制度利用件数（累計）

の増加では、０件（平成 30 年度）を 15 件（令和 12 年度）へ。道

路改良工事の累計延長では、0.26ｋｍ（平成 30 年度）を 3.5ｋｍ（令

和 12 年度）へ。下水道区域内の接続率の上昇では、95.3％（平成

30 年度）を 96.5％（令和 12 年度）へ。じゃがりん号の継続運行で

は、令和 12 年度も運行するとしています。

ただ今、事務局より個別目標５、建設・都市計画・上水道下水道･
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委員

事務局

委員

事務局

委員

公共交通について説明がありましたが、内容につきまして皆様から

の意見をお願いします。

KPI について、「じゃがりん号の継続運行」とありますが、公共交通

のところで「より多くの住民に利用してもらえるよう、運行ルート

や運行本数の見直しを継続的に行っていきます」とありますので、

KPI としては利用者数の増加等にしたらどうかと思います。ただ継

続して運行するというのは違うと思いますので、再考をお願いしま

す。

じゃがりん号ですが、公共交通は黒字になることがなく、通年運行

を始めて６シーズン目ですが、当初 800 万円あった国からの交付金

が、200 万円を切るくらいに減額しています。じゃがりん号の運行

は８割が税金で賄われています。国の交付金についても、あと何年

かでなくなってしまうような状況です。公共交通ですので黒字にな

ることはないですし、一度走らせてしまったからには止めることは

できません。それに加えて、市街地ではじゃがりん号が運行してい

ますが、郊外地区にはじゃがりん号に代わるものが無く、不公平感

が出てしまっていて、非常に悩ましいところです。委員のおっしゃ

っていることはよくわかりますので、再考してみたいと思います。

住み替え制度の利用件数の評価指数があげられていますが、個別目

標４であった定住対策の中にも、住み替え支援政策を行ったという

文言があります。全体的な構成を見たときに重複してしまっている

のが気になりました。

定住対策のところにも書きましたが、本町の移住促進施策は、よく

ある家を建てたら 100 万円とかそういったものは全くありません。

移住よりも定住をしてもらいたく、若い世代で家を建てる人も多い

ので、定住対策＝住宅対策となっています。

委員のおっしゃるとおり、重複しているという印象はありますの

で、もう一度整理して再考しようと思います。

70 ページで旭ヶ丘公園について触れられていますが、レルヒ公園か

ら河川敷のところは非常によく整備されていて、私もジョギングで

利用しますが、あまり利用している人を見かけません。すごく良い

場所ですので、少し注目して、人が集まって楽しむということをア

ピールしてもいいのかなと思いました。山も川も見えて良いと思い

ます。
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事務局

会長

説明員

会長

会長

事務局

わかりました。

「都市計画の見直し」とありますが、この町はすごく変化していっ

ていますが、都市計画の見直しについてどのように考えているか聞

きたいです。

都市計画につきましては、駅周辺整備計画を今年度検討しておりま

す。駅周辺における広場機能や駐車場といった駅に関わる交通機能

の整備を進めております。一方で、在来線の問題もございまして、

それによって駅周辺の機能が大きく変化します。現時点で方向性が

出せるかというのは非常に難しいです。在来線あり・なしで共通す

る部分、分けて考えなければいけない部分を整理して計画を作って

います。都市計画は将来に繋がるものですので、変動要素の中で都

市計画を打つのは難しい状況です。並行在来線の動向がある程度見

えてきた段階で都市計画を打つ流れになっています。

在来線が決まるのが開業５年前となると、駅周辺の整備は追いつか

ないと思います。都市計画は非常に大切で、在来あり・なしのパタ

ーンを作っているのはいいと思います。将来にあたって残るもので

すから、繊細にやっていただきたいです。先ほど協働という言葉が

あり、ワークショップを開催する等、行政が中心になって取り組む

のはわかりますが、策定の段階で民間の力と協働するということを

強調するべきだと思います。暫定的でも都市計画を作り出さなけれ

ば遅くなってしまう気がします。よろしくお願いします。

他になければ、防災以降の説明を事務局よりお願いします。

防災です。地震、台風、火山噴火などの自然災害は、いつ住民の生

活に襲いかかるのか、その予測は非常に困難です。万が一に備えて、

日頃から災害への備えをするとともに、災害が発生したとき、また

は発生する恐れがあるときは、各防災関係機関、事業所、自主防災

組織及び住民は生命、身体そして財産を災害から守るために、それ

ぞれの役割を十分に果たし、一致団結して予防、応急、復旧などの

防災対策を全力あげて実施する必要があります。そのため、今後に

おいても、町、各防災機関、事業所、自主防災組織及び住民が、相

互に協力・連携する防災体制を確立し、災害に強いまちづくりを推

進していきます。

避難所の整備、避難所の設備の充実については、想定される災害の

状況、人口の状況などを勘案し、災害が発生した場合における適切

な避難所の確保を図ります。また、指定避難所については、安全性
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などの一定の基準に適合する公共施設や他の施設をあらかじめ施

設の管理者の同意を得たうえで、指定するものとします。

防災拠点としての役場新庁舎の整備については、倶知安町地域防災

計画に基づき、迅速な災害応急活動が可能となるよう防災機能を充

実させ、防災・災害復興拠点となる庁舎建設に努めます。

あわせて、消防体制の整備や防火活動の充実、住民の防火意識の向

上に努めるとともに、救急知識の普及や救急体制の充実を図りま

す。また、観光客や外国籍住民の人々が安全に滞在、生活できるよ

う情報提供や通信連絡体制のさらなる整備に努めます。

防犯・交通安全です。日常生活を送るうえで、犯罪などに対する備

えや交通安全、衣食住の安全確保などは欠くことのできない大切な

要素です。特に、事故や犯罪の被害者となることが多い高齢者や子

ども、障がいのある人などへの対策が重要となります。

生活の安全を守っていくためには、これらの未然防止に取り組むと

ともに、住民一人ひとりの意識向上と自主的な活動が不可欠です。

今後も自らこれらの知識を深め、情報を把握して自衛する意識を高

めるとともに、町と地域や関係団体が協力、連携しながら犯罪や事

件、事故がない誰もが安全、安心して暮らせる町を目指します。

近年、全国において防犯効果が高い防犯カメラが普及・設置されて

いますが、本町においてもガイドラインや設置要綱の整備を行いな

がら、設置を進めていきます。

また、本町の交通事情を見ると住民の交通安全対策はもちろんのこ

と、外国人観光客の増加に伴い、外国人のレンタカー利用率が増加

しているほか、外国籍住民も年々増えていることから、外国人ドラ

イバー向けの安全対策も求められています。そのため、関係団体と

連携して、外国人ドライバー向けの交通安全啓発や多言語標識の設

置要望などに取り組んでいきます。

関連計画・施策は、倶知安町地域防災計画、倶知安町水防計画、倶

知安町耐震改修促進計画、倶知安町国民保護計画、倶知安町防災備

蓄計画、第 10 次倶知安町交通安全計画です。

重点施策は、防災・防犯など安全な地域をつくる取り組みの充実で

す。

評価指数は、自主防災組織加入者数（累計）の増加では、401 人（平

成 30 年度）を、令和 12 年２月末人口の 90％が加入（令和 12 年度）

へ。地区防災計画の策定団体の増加では、９団体（平成 30 年度）

を令和 12 年４月の町内会のうち 90％が策定済（令和 12 年度）へ。

事件事故件数（年間）の減少では、93 件（平成 30 年度）を 83 件（令

和 12 年度）とするとしています。

以上です。
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会長

委員

説明員

会長

説明員

委員

説明員

委員

委員

防災・防犯・交通安全につきまして皆さんからご意見をお願いいた

します。

今回の台風の際に、ハザードマップという言葉がよく出ていました

が、倶知安町にはあるのでしょうか。また、防災のところでハザー

ドマップの整備について記載があった方がいいと思います。

倶知安町ハザードマップは作成しております。平成 28 年に広報に

挟む等して全戸配布しました。その後にも水害等が各種起こりまし

て、新たな浸水想定も国から示されていますので、それに基づく防

災ガイドブックを作成中です。今年度末３月号の広報と一緒に全戸

配布する予定です。

では文面の中にハザードマップについて盛り込んだほうがいいで

のではないでしょうか。

委員からご指摘がありました、ハザードマップについてですが、適

宜見直す必要も出てくると思いますので、文章に表現できるように

検討させていただきます。

テロについてです。今回の G20 があって、観光大臣だから大丈夫だ

ということだったのかもしれませんが、今後も会議や人が集まる機

会、オリンピック等も開催される可能性がありますので、世界的に

も注目されているということを考えると、全くないとは思えませ

ん。そういった発想も少し交えたほうがいいかと思います。

テロの可能性についてご指摘がありましたが、私たちは今年度から

防犯カメラを設置しました。テロまでは考えていませんでしたが、

老人や子ども達の安全を確保するという観点から設置しています。

駅前にも設置しておりまして、誰がどういう方向に行くか、観測で

きるようになっています。ある程度のテロ対策になろうとは思いま

す。表現について検討していきたいと思います。

国や道が手を打つ分野だとは思いますが、ひとつの問題提起として

考えていただきたいです。

防災の関係で、避難所の整備・設備の充実と書かれていますが、実

際に学校は避難所になっていますが、そこに何かあって避難したと

きに場所はあっても毛布も水も非常食もなく、たぶん倶知安町はそ

んなに災害がないということで今まではそれでよかったのかもし



12

説明員

副会長

説明員

委員

説明員

会長

れませんが、万が一を考えると不安だと感じています。お金がかか

ることなので、実際の整備までいくのは難しいかもしれませんが、

必要なことかと思います。

備蓄の関係ですが、食糧や毛布等につきましては一箇所で集中管理

しています。計画に基づきまして、あと３カ年で必要量を確保して

いく予定です。今ご指摘があったように、避難所に置いて備蓄品を

ある程度ストックしておくことは大切ですが、学校でのスペース的

な問題で、今の段階では適宜集中管理しているところから運んでい

くという対応になっています。避難所での備蓄は大切ですので、内

部で検討しているところです。

KPI に、「地区防災計画の策定団体が町内会の内 90％が策定」とあ

りますが、現状の町内会で、実際に防災組織をもてるのはある程度

の大きさの町内会でなければできません。もし 90％と謳うのであれ

ば、具体的な方向を見つけているのでしょうか。

大人数の町内会につきましては単独で作っていただきます。例えば

現在作っていただいている、北央コミュニティさんは８町内会がま

とまって作っています。巽、豊岡の町内会も複数ございますが、巽・

豊岡連合会として、作っていただく予定です。現在職員を派遣して

協力しながら作成中です。ご指摘のとおり、一定の人数が必要と考

えておりますので、各町内会に作成をお願いしていますが、まとま

って作っていただくこともお話ししています。

防災についてですが、大規模の災害が起これば自衛隊の力が必要に

なります。自衛隊との連携という文言を入れていただきたいです。

また、路上駐車について町ではどのように考えているのでしょう

か。

路上駐車につきましては今のところ特に町としてはないですが、ま

ずいことには間違いないですので、通報があった場合には警察の力

を借りて取締りをしていただいています。規制等は私たちができな

いものですので、常態化しているものについては、わかる範囲で注

意をしていきます。取締り等は警察にお願いしています。

警察も交通安全協会もそうですが、人が集まるところを徹底的に取

り締まっていて、それによって今も大分少なくなったと思います。

今も実施はしています。
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会長

説明員

副会長

説明員

会長

事務局

参考までに、先日の台風 19 号の雨量が仮に倶知安で降ったら河川

はどうなるんでしょうか。

比較的この地域は雨が少ないのですが、1000 年に１度という想定で

ハザードマップを見ますと、48 時間で 425ｍｍが降ったら、倶知安

町内の都市計画区域内はほとんど水に浸かってしまいます。台風 19

号は 900ｍｍ以上だったと思いますので、そうなった場合には水深

が４ｍ、５ｍのところも出てくるのかなと思います。

排水機能がそんなにないということでしょうか。

尻別川、倶登山川が合流するところや、堤防が決壊することも想定

されますと、そのような水害が発生するということになります。

それでは個別目標６について事務局から説明をお願いします。

個別目標６、新幹線と高速道路によって人と地域がつながるまちに

する。新幹線・高速道路のまちづくり分野についてです。

広域ネットワークの拠点です。倶知安町は、令和 12 年度末の北海

道新幹線倶知安駅開業、それと前後して高速道路(北海道横断自動

車道)の開通が予定されていることから、羊蹄山麓はもとより後志

管内の交通の要衝として位置づけられ、また、札幌市の冬季オリン

ピックの招致などにより、さらなる国内外からの来訪者の増加が予

想されます。

そのため、倶知安駅は本町だけでなく、周辺市町村も含めた広域的

なハブターミナルとなることを踏まえ、駅周辺におけるバスターミ

ナル、タクシー、送迎乗降場、パーク＆ライド型駐車場及び一般駐

車場などの整備が必要となります。

また、新たに建設される新幹線駅舎には、快適な待合環境やユニバ

ーサルデザインによる案内機能などの充実を図るとともに、駅前広

場は国際リゾート地のゲイトウエイとして、憩いの場やイベントス

ペースなどの歩行者を優先した空間整備についての検討や調整を

行っていきます。

さらに、高速道路(北海道横断自動車道)の開通によって新千歳空港

や札幌市からの高速ネットワークが形成され、自動車やバスを利用

する観光客の利便性が向上することから、更なる観光客の増加が見

込まれています。そのため、結節点となる新幹線駅とインターチェ

ンジとのアクセスとなる道路の整備など、本町の広域ネットワーク

拠点としての機能強化を図ります。

駅・IC 周辺の空間づくりです。全国の地方都市では人口減少が進む
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会長

副会長

なか、倶知安町でも人口、世帯数が減少しています。しかし、外国

人観光客の増加や海外資本による不動産開発が活発化しており、市

街地周辺では、店舗の入れ替えやアパートの立地などで、「まち」

が変化し続けています。そのため、北海道新幹線・倶知安駅は駅前

空間への「地域の玄関口」としての期待が高まります。

現在の倶知安駅周辺は、駅から続く通りに商店街、商業エリアが近

接して、まちの魅力を形成しています。新幹線も現在の倶知安駅付

近に駅舎が設置されることから、駅前通りの連続した街並みを維持

し、今後の北海道新幹線倶知安駅利用者などにも利用される空間と

することが重要です。

そのため、官民連携により、駅前通りを中心に誰もが「歩いて楽し

むことができる街並み」を形成し、住民が自然と集える「憩いの場」

の設置を検討するとともに、駅前広場と憩いの場が一体となったイ

ベントの企画やソフト面での取り組みの充実を図ることで、多くの

人々が行き交う賑わい空間の創出を目指します。また、高速道路(北

海道横断自動車道)の開通に向けて、市街地とインターチェンジを

結ぶ道路として想定される道道倶知安ニセコ線について、今後見込

まれる交通量増加への対応や北海道新幹線倶知安駅周辺とのアク

セス機能の確保について、関係機関との協議を進めていきます。

さらに、北海道新幹線倶知安駅と高速道路インターチェンジ開業に

よって、本町のヒト・モノの流れが大きく変わることが予想されま

す。新幹線利用者、高速道路利用者、ニセコエリアを来訪する観光

客と町民が交流できる空間の設置は、新幹線駅前や中心市街地の賑

わい創出のほか、交流人口の増加に繋がるとともに、本町への移住

定住を促進させ、人口減少の抑止や産業振興に寄与するため、交流

拠点の設置について引き続き検討をしていきます。

関連計画・施策は、北海道新幹線倶知安駅新駅周辺整備構想、倶知

安町都市計画マスタープランです。

重点施策は、まちの賑わいを生かしてつなぐ土地の利用、誰でも使

いやすい駅関連施設の整備、円滑で安全な広域的交通ネットワーク

の形成です。

評価指数は、駅前通の歩行者数の増加では 880 人/日（平成 29 年度）

を 1,050 人/日（令和 12 年度）へ。北海道新幹線開業後の駅周辺道

路の混雑度では 1.0 以下（令和 12 年度）としています。

個別目標６については審議の都合上、今回皆さんからのご意見をい

ただいて、次回、回答するという形をとりたいと思います。

駅前通の歩行者数の増加ですが、１日 880 人となっていますが、町

で調べたものなのでしょうか。私たちの資料を使うとすれば、平日、
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事務局

銀行が空いている日だと580人程度で、日曜日になると半減します。

数値が違っていてもいいですが、しっかりと歩行者通行量の調査を

町として何年かに１度行って、流れを見て欲しいと思います。

また、「憩いの場の設置を検討する」とありますが、どういう場所

をどういう風に想定しているのか教えてください。

46 ページ、個別目標２の KPI では、１日 570 人となっています。こ

れと 880 人という数字との関連性がわからないです。

商工の方では 570 人と出しているんですが、その数字が商店連合会

の方で調べていただいたものです。880 人の数字をどこで拾ったか

確認して、次回報告します。

まちなか広場を２年間やりましたが、あのとき定点観測で日進堂

前・まちなか広場・ぷらっとの３箇所で計ったときは、まちなか広

場をやる前とやった後で 1.2 倍違いました。もし調査をやるのであ

れば何箇所かでやらなければ違いがわからないのかなと思いまし

た。

重点施策１つ目、「まちの賑わいを生かしてつなぐ土地の利用」と

いう表現ですが、土地の利用に関して言うと、民間同士がやらざる

を得ないと思います。こちらから持ちかけても、民間資本の人たち

が従って動いてくれるかどうか、あるいは、町主導になって土地の

開発ができるのかどうか。そういったことに対して何か考えはあり

ますか。また、町の土地は残っているのでしょうか。

評価指数の北海道新幹線開業後の駅周辺道路の混雑度が1.0以下と

なっていますが、指標となる現在はどういう風に混雑度を考えたら

いいでしょうか。

78 ページの２段落目、「周辺市町村も含めた広域的なハブターミナ

ルとなる」とありますが、周辺市町村との連携をどのように図って

いくのでしょうか。倶知安町単独で駅のレイアウトを考えるのでは

なくて、他町村との意見交換とかも既に始めなきゃいけないのかな

と思います。もしかすると連携した結果、周辺町村が費用を一部負

担してくれるということもあると思います。周辺地域との連携を図

る等、なにか文言を入れてもいいと思います。

山麓町村が新幹線駅に期待するものは非常に大きいと感じていま

す。今会長に言われたことを新幹線担当課と調整してみます。
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会長

駅・IC 周辺の空間づくりについて、これは都市計画と繋がってくる

と思いますが、景観やルール作りという言葉は入れないほうがいい

でしょうか。

検討して次回お答えしたいと思います。

駅前の再開発に当たって、土地収用法等に踏み込んだ施策は実施す

る予定はあるんでしょうか。立ち退きに伴う反対等が出たときの対

策についてどう考えているのか教えていただきたいです。

ではこちらも次回よろしくお願いいたします。

観光地へ行くと、バックヤードに必ず駐車場があってそこに車を置

いて、たくさんの人が歩いています。倶知安の駅前を見ても、各店

舗が駐車場を持っていたらお店も駐車場もすかすかになってしま

うと思います。具体的に何かプランがあったら教えていただきたい

です。

駅周辺整備計画を進めていますので、その中で駐車場の位置付け等

も検討していますので、次回お答えしたいと思います。

知り合いから特に言われているのが、キャンピングカーが安心して

泊まれるような駐車場があればいいと思います。トイレとお風呂さ

えあれば泊まれるということで、ああいったものは家族連れが大半

だと思います。旭ヶ丘キャンプ場なんかは目の前に温泉があります

し、子どもを遊ばせるための場所もありますからいい場所だと思い

ます。そういった駐車場があるといいと思いました。

全体を通して何かございますか。

小さなことですが、73 ページの「まちとーく」を「まちトーク」と

表記して欲しいです。

わかりました。

他になければ、今いただいた意見は次回冒頭で回答させていただき

ます。

これで第１章が終わります。次は第２章の交流・観光分野となりま

す。できれば事前にご一読いただければスムーズに進むかと思いま

すので、よろしくお願いいたします。
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会長 次回は 11 月 11 日 16 時から、今回と同じ場所で開催します。その

次は11月 20日、役場３階で開催しますのでよろしくお願いします。

それでは以上で第 11 回倶知安町総合計画審議会を終了します。あ

りがとうございました。


